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“Yu bi Yomu”：なぞり動作を使った動的文表示方法

1. 文字の出方で印象変化

なぞると文字が
濃く浮き出る

普段は薄い文字表示

なぞりによる新しいテキストコミュニケーション
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Creating dynamic texts using "Yu bi Yomu" applications

～“Yu bi Yomu”方式によるダイナミックテキスト作成～
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私たちが提案した、指でなぞると文
章が現れる“Yu bi Yomu”方式によ
る読文の印象や読み手の行動を調べ
ています。これまで行ったいくつか
の実験・展示を通して、音声を付加
した動的な文章表示を行った場合の
特性や学習教材への応用の可能性を
明らかにしました。

タブレットの長所を活用した文章表
示方式はほとんど考えられてきませ
んでした。“Yu bi Yomu”方式は、
なぞり動作と動的な文表示を使って、
これまでの読文行為を拡張します。
自分の気持ちを豊かに伝えたり、文
の内容についてのより深い理解を促
進したりする事が可能になります。

携帯電話を使ったショートメッセー
ジでニュアンスを伝えたり、親しい
人の読み上げ音声と動く文字を使っ
て自分だけの絵本の作成をしたり、
といった応用シーンが考えられます。
だれでも、より深く文章と関わるこ
とができることを目指します。
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• なぞり時の録音機能
• 文字表示と同期した

音声再生機能

音声機能との組み合わせ

2. なぞり動作に個人差

3. なぞることで記憶向上

4. なぞりで作った動画は
読みやすい

なぞりデータ保存の利用
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• 学習教材への応用で、学習者
の行動解析が簡単に可能

それぞれの章での
なぞりの様子
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